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食品からの被ばくー原子力災害直後の対応ー 

野菜／果実／きのこ：洗浄、ゆでる（煮汁は捨てる） 

肉／魚：塩焼き等で肉汁を落とす 

例）野菜／果実を洗浄：0～40% 除去 
  野菜／果実をゆでる：10～60% 除去 

例）肉をゆでる(ゆで汁に移行)：30～80% 除去 
  肉を焼く(肉汁に移行)：20～50% 除去 

●野生のものは大量に食べない 

●いろいろな品目、いろいろな産地のものを食べる 栄養の偏りに注意 

出典：国際原子力機関（IAEA）TRS472 

線量低減 

調理の過程で放射性物質の低減が可能 

　工夫次第では食品中の放射性物質は減らすことができますが、100％取り除くこと
はまずできません。
　福島第一原発事故の直後は、野菜から検出された放射性物質は表面に付いているだ
けでしたが、しばらくすると、土壌に落ちた放射性物質が根から吸収され野菜に入る
ようになります。根から吸収されて野菜の中に入ったセシウムは、洗っても最大で
40％、あく抜きをしても 60％までしか除去できませんが、土をきれいに洗い落とす
という意味では放射性物質の低減の効果があります。肉や魚も、煮汁を捨てることに
より、放射性物質の量を半分ぐらいまでには減らすことができるとされています。ま
た、いろいろな品目、産地のものを食べるなど、リスクを分散させることも重要です。
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植物への移行 長期的影響 

直接経路 
（大気中から直接葉面に） 
大気への放出直後に 
主要な経路 

経根吸収経路 
（土壌から根による吸収） 
事故後、中・長期に 
わたる移行経路 

表面沈着 

転流による経路 
（植物内での移動） 
葉や樹皮が吸収して新芽や 
実などに移行 

転流 

経根吸収 

初期の影響 

長期的影響 

放射性物質 

　セシウム 137 は、半減期が 30 年と長いため、原子力発電所の事故などによって
環境へ放出された場合、影響が長期化すると考えられます。環境中の放射性物質が作
物の可食部（食べているところ）に移行する経路は、大きく 3つに分けられます。
　1つ目は大気中から直接葉などの可食部の表面などに付くものです。福島第一原発
事故の直後に、野菜から計測された放射性物質は、大気中に放出された放射性物質が
直接葉の表面に付いたものでした。
　2つ目は、転流を介した経路です。転流とは、植物体内で、吸収した栄養素や光合
成でできた栄養やその代謝産物がある組織から他の組織へと運搬されることをいいま
す。放射性物質が葉や樹皮に付着すると、葉や樹皮が放射性物質を吸収し、植物内で
新芽や実の部分に移行することがあります。茶葉やタケノコ、ビワや梅などで比較的
高濃度の放射性物質が見つかったのは、こうした移行経路によるものであると考えら
れています。
　3つ目は、土壌に含まれている放射性物質が根から吸収される経路です。大気中へ
の放射性物質の放出が終わった後は、農地に降下した放射性物質が根から吸収される
経路が主となります。
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